
１ はじめに 

 秋田県では「秋田の探究型授業」の実践に

取り組んでいる。「秋田の探究型授業」では，

問題解決のプロセスにおいて，児童が“問い”

を発しながら他者との関わりを通して主体的

に問題を解決していく。本研究では，問題に

対して児童が最初にもった考えである“予想”

を基に学習活動を展開することで，見通しを

もって主体的に問題解決に取り組むことがで

きるのではないかと考え，実践を行った。  
 
２ 研究のねらい 

 予想した内容を観察や実験の方法等に反映

させたり，観察や実験の結果について予想と

照らし合わせて考えさせたりする場を設定す

ることで，予想を基に見通しをもって追究す

る活動を充実させる。  
 
３ 研究の方法と内容 

（1）根拠を示した予想 

 植物の水の通り道の学習において，児童は

根から取り入れた水が茎を通り，葉に運ばれ

ることを学んだ。そこで「葉に運ばれた水は

どうなるのか」という問題に対し，根拠を示

しながら予想を立てた。（表１）  
 
表１ 葉に運ばれた水に関する予想 

 予想  根拠  

A 葉から外

へ出る。  
植物は次から次へと水を吸い上

げているから。  

B 葉にため

られる。  
水を与えない葉は，しわしわにな

るから。  

C 
葉から根

に戻る。  
葉から水が出ていくのを見たこ

とがなく，葉に水がたまるとすれ

ば葉がふくらむはずだから。  

D 

養分をつ

くるため

に使われ

る。  

５年生の「植物の発芽と成長」の

学習で，葉に光が当たることで養

分ができると学習したから，その

時に水が使われるのではないか。 
 
（2）予想を反映させた実験 

 表１に示した予想を検証するための実験方

法を考えさせた。話合いから次の２つの実験

を行うことにした。  
 予想 A，B を確認するために，実験１とし

て，ホウセンカ（葉有りと葉無し）にポリエ

チレンの袋をかぶせ，袋の内側の様子を観察

した。結果については，水が葉から外へ出る

とすれば，葉有りの方が，袋にたくさん水が

たまるのではないかと予想した。  
予想 C を確認するために，実験２として，

ビーカーに水を入れ，そこにホウセンカを入

れて，水が減る様子を調べた。実験２につい

ては，話合いの中で「水面からも蒸発する」

という意見が出され，それを防ぐために水面

に油をたらすことにした。結果については，

葉から根に水が戻るとすれば，ビーカーの中

の水は減らないのではないかと予想した。  
 
（３）予想と照らし合わせた考察 

 実験１の考察では，葉有りの袋に水が多く

たまっていたことから，葉から水が出ている

ということと，葉無しの袋にも水があったこ

とから，茎からも少し出ていると考えた。ま

た，葉から水滴が出てきているわけではない

ので，水は水蒸気となって出ていると考察し

た。  
 実験２の考察では，水が多く減った班もあ

れば，ほとんど減らない班もあったため，な

ぜこのような結果になったのか考えた。その

結果，葉の枚数や大きさが違うことに気付き，

葉から蒸散していることや，葉の大きさによ

って蒸散量が異なることを考察した。  
 
４ 成果と課題 

根拠を示しながら予想を立てることで，知

識が整理され，葉に運ばれた水の行方に対し

てどのような考えをもっているのか明らかに

することができた。教科書に掲載されていな

い実験だが，予想を検証するための方法を児

童に考えさせることで，実験結果の予測や結

果の分析，考察の場面で，次々と問いが生ま

れ，主体的な問題解決の活動となり，深く学

ぶことにつながった。  
 このような学習活動は，継続して取り組む

ことで効果があると考える。どの単元でどの

ように取り組むのか，年間指導計画に位置付

けながら，実践していきたい。  

予想を基に展開する学習活動 

～「植物のからだのはたらき」の実践から～ 
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